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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 9月 22日 (2006.9.22)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 円 盤 状 の 砥 石 車 と 、 こ の 砥 石 車 を 水 平 面 内 で 回 転 さ せ る 砥 石 軸 を 有 す る 砥 石 回 転 装 置 と
、
　 前 記 砥 石 車 に 対 し て 水 平 面 内 で 離 接 す る 方 向 と は 直 角 な 方 向 に ベ ッ ド 上 を 移 動 す る テ ー
ブ ル と 、
　 前 記 砥 石 車 に 対 し て 水 平 面 内 で 離 接 す る 方 向 と 平 行 に 前 記 テ ー ブ ル 上 を 移 動 す る コ ラ ム
と 、
　 前 記 コ ラ ム に 取 り 付 け ら れ 鉛 直 方 向 に 移 動 す る サ ド ル と 、
　 多 面 体 カ ッ ト 構 造 の ダ イ ヤ モ ン ド を ダ イ ヤ モ ン ド の ガ ー ド ル を 利 用 し 圧 入 方 式 に よ り 保
持 す る チ ャ ッ ク 手 段 と 、 前 記 チ ャ ッ ク 手 段 に 保 持 さ れ る 前 記 ダ イ ヤ モ ン ド の カ ッ ト 面 を 割
り 出 す 割 出 手 段 と 、 を 有 す る ワ ー ク 保 持 軸 と 、
　 テ ー ブ ル の 移 動 方 向 と 平 行 な 軸 回 り に 前 記 ワ ー ク 保 持 軸 を 旋 回 可 能 に 支 持 す る 旋 回 軸 を
有 し 、 前 記 砥 石 車 の 研 削 面 に 対 す る ダ イ ヤ モ ン ド の カ ッ ト 面 の 角 度 を 設 定 す る カ ッ ト 面 角
度 設 定 手 段 と 、
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 宝 石 類 研 削 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 チ ャ ッ ク 手 段 は 、
　 前 記 ダ イ ヤ モ ン ド の 回 転 対 称 軸 が 同 軸 に な る よ う に 当 該 ダ イ ヤ モ ン ド を ガ ー ド ル の 部 分
で 把 持 す る コ レ ッ ト と 、
　 前 記 コ レ ッ ト に 外 嵌 す る ホ ル ダ と 、 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 宝 石 類
研 削 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 テ ー ブ ル を 移 動 さ せ る 軸 を Ｘ 軸 、 前 記 コ ラ ム を 移 動 さ せ る 軸 を Ｚ 軸 、 前 記 サ ド ル を
移 動 さ せ る 軸 を Ｙ 軸 と し 、 Ｘ 軸 、 Ｙ 軸 、 Ｚ 軸 の ３ 軸 制 御 の 数 値 制 御 工 作 機 械 と し て 構 成 し
た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 宝 石 類 研 削 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 カ ッ ト 面 角 度 設 定 手 段 は 、 カ ッ ト 面 の 角 度 を す る 手 段 と 、 設 定 し た カ ッ ト 面 の
角 度 を 固 定 す る 手 段 と 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 宝 石 類 研 削 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】

検 出



【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ベ ッ ド １ ２ の 上 面 に は 、 砥 石 回 転 装 置 ２ ０ と テ ー ブ ル 台 ２ １ が 設 置 さ れ て い る 。 砥 石 回
転 装 置 ２ ０ は 、 砥 石 車 ２ ２ を 備 え て い る 。 こ の 実 施 形 態 の 研 削 装 置 １ ０ で は 、 砥 石
車 ２ ２ を 基 準 に し て こ の 砥 石 車 ２ ２ に 対 し て 接 近 し あ る い は 離 れ る 方 向 が Ｚ 軸 の 方 向 で 、
Ｚ 軸 の 方 向 に 直 交 す る 方 向 で あ っ て 砥 石 車 ２ ２ に 対 し て 並 行 す る 方 向 が Ｘ 軸 で 、 鉛 直 方 向
が Ｙ 軸 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 方 、 第 ２ カ ッ プ リ ン グ 部 材 ６ ２ の 上 に は エ ア シ リ ン ダ ６ ５ が 同 軸 に 設 け ら れ て い る 。
こ の エ ア シ リ ン ダ ６ ５ の ピ ス ト ン ６ ６ か ら 延 び る ピ ス ト ン ロ ッ ド ６ ７ は 、 第 １ カ ッ プ リ ン
グ 部 材 ６ １ と 連 結 さ れ て い る 。 エ ア シ リ ン ダ ６ ５ の 内 部 に は ６ ８ が 収 納 さ れ 、 こ の

６ ８ の 弾 性 力 に よ り ピ ス ト ン ６ ６ は 押 し 上 げ ら れ て い る の で 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ６ ７
と 連 結 し て い る 第 １ カ ッ プ リ ン グ 部 材 ６ １ が 、 ６ ８ に 付 勢 さ れ て 第 ２ カ ッ プ リ ン グ
部 材 ６ ２ と 噛 み 合 う よ う に な っ て い る 。 エ ア シ リ ン ダ ６ ５ の シ リ ン ダ 室 ６ ９ に は 、 ポ ー ト
７ ０ か ら エ ア が 供 給 さ れ る 。 そ し て シ リ ン ダ 室 ６ ９ に エ ア が 導 入 さ れ る と 、 ６ ８ の
弾 性 力 に 抗 し て ピ ス ト ン ６ ６ が 押 し 下 げ ら れ 、 第 １ カ ッ プ リ ン グ 部 材 ６ １ と 第 ２ カ ッ プ リ
ン グ 部 材 ６ ２ と の 噛 み 合 い が 外 れ 、 第 ２ カ ッ プ リ ン グ ６ ２ か ら 下 の チ ャ ッ ク 部 を 含 む 全 体
が 回 る よ う に な っ て い る 。 し た が っ て 、 こ の と き チ ャ ッ ク 部 ３ ０ を 手 動 で 回 し て 割 り 出 す
こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
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